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ボランティアについて考える 

今朝、通勤途中の駅前で、右手に火ばさみ、左手にはビニール袋を持ってごみ拾いをし

ている４０歳くらいの女性の姿を見ました。袋の中は、ごみでほぼいっぱいになっていま

した。また、市役所付近の道路でも、男性がごみ拾いをしておられる姿を見ることがあり

ます。そのような姿を見るとありがたく思うと同時に、心が温かくなります。 

地震や大水などの災害があった時も、多くのボランティアの人たちが、被災された地域

で活動している姿がテレビで観られます。自分の仕事を休み、移動費も出なくて手弁当で

駆けつけておられる方が多いと聞きます。そのような人は、自分のことを考えずに困って

いる人の姿を見るとつい体が動いてしまうのでしょう。 

３０年以上前のことですが、台風で家屋浸水の被害に遭った親戚の復旧の手伝いに行っ

たことがあります。家の中が泥だらけで、家財道具が散在している状況で、本当に大変な

作業でした。家の中に散在している家具や水を吸った畳などを外に運び出したり、汚れた

ものを水で洗い流したりするなど本当に重労働だったことを覚えています。その経験か

ら、ボランティアで活動しておられる方の気持ちが少しは理解できるような気がします。 

困っている人を見て、「気の毒だなあ」と同情する人は多いのですが、実際に手を差し

伸べることができる人は少ないのではないでしょうか。これまで、「青少年育成センター

だより」で「国境なき医師団（ＭＳＦ）」や「ユニセフ」、「国連難民高等弁務官事務所

（ＵＮＨＣＲ）」等で働いている人の話を紹介してきました。そのような団体で活動して

いる人たちは、困っている人に手を差し伸べる行動ができる人たちなのだと思います。 

みなさんは、「情けは人の為ならず」という言葉を聞かれたことがあるでしょう。この

言葉は「情けをかけると、その人のためにはならない」と間違って取られることが多いの

ですが、本当の意味は、「情けは、人のためではなく、自分自身のためにかけるもので、

人に情けをかけると巡り巡って自分に返ってくる」という意味なのです。ボランティア活

動をしている人たちは、困っている人を見るとつい手を差し伸べなければならない人たち

で、そのことが自分に返ってくることを期待すらしていない人なのでしょう。 

人のためにする行動（利他行動）は、幸福感が得られることが脳科学でも証明されてい

ます。 

〇 人に愛着を持ったり共感したりすることでオキシトシンが分泌されるのですから、

当然、人のためを思って「親切にする」こともオキシトシンの分泌を促します。電車

の席を譲るなり、困っている子どもや老人、外国人を助けてあげるなり、機会があれ

ば積極的に人の役に立つ行動をしてみてはどうでしょう。 

〇 人間はこの利他行動をとることでも、大きな幸福感をえられることが分かっていま

す。   （「あなたの脳のしつけ方」脳科学者 中野信子 著 青春文庫 出版） 

※ 「オキシトシン」・・・脳の下垂体後葉という部分から分泌される物質で、愛着形成

を促すことから「愛情ホルモン」とも呼ばれています。 

いかがでしょう、あなたも今日から小さなことでもいいですから、何か人のためになる

ことをしてみませんか。きっとあなたの心の中が幸福感で満たされるはずです。 

        青少年育成センター指導員 藤村 

防府市教育委員会生涯学習課 

青少年育成センター 

０８３５－２５－２９２２ 

        

 

 

０８３５－２３－３０１３ 


